『枕草子』における白居易と元稹の詩的な形象　――「蚊の細声」と「蚊の睫」を中心に―― by 張 培華
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つかの章段において元白詩の受容を指摘することが可能であろう。例えば、 「蚊」については、 『竹取物語』 、 『土佐日記』 、 『落窪物語』 、 『源氏物語』 、 『紫式部日記』などの仮名文学では登場しないが、 『枕草子』には、 「蚊」に関わる表現が二箇所見られる。
 












 まず、 『枕草子』 「にくきもの」の章段における「蚊 細声」
に関する段落を取り上げる。 （以下引用文は「新編日本





























































北村季吟（一六二四～一七〇五）は、盤斎の説を引かず、 「蚊」のぶんぶんという音が、 「蚊」の「 」の「つくり」
によると説明する。引用文は、 「枕草子古註釈大成」 『枕草子春曙抄』 （日本図書センター）による。
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例えば、池田亀鑑・岸上慎二らは「自分の名を言う。存在を告げるなどの意。 」 （日本古典文学大系・七〇頁） 。松尾
聰・永井和子らは、 「羽音の形容。 「蚊」の音読「ブン」から「ブ―ン」といったとする説、 「カー」とする説などがある。 「ぶーん」と羽音を立てて蚊であることがわかるようにやって来るのを擬人化したものであろう。 」 （新編日本古典文学全集・六七頁） 。津島知明・中島和歌子らも、 「蚊のぶんぶんとなく心也。蚊の字、ぶん 声なれば也 （春） 。音
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平仮名が発明された以後、仮名作品 は殆ど見えない。例えば、 『竹取物語』 、 『伊勢物語』 、 『土佐日記』 、

























































































とも書かれる）は、す に『日本書紀』に見えたように、古代の地名であ が、 『性霊集』の「蚊虻」と「蚊響」及び『三教指帰』の「蚊羽」のような漢語の表現は、先行の研究では、 『漢書』や『列子』からの出典が明らかである。
 
またここで注意したいことは、古代日本人が書かれ 漢詩文の中には「蚊」が見えな ということである。例えば、
『懐風藻』 、 『凌雲集』 、 『文華秀麗集』 、 『経国集』 、 『扶桑集 、 『本朝麗藻』 、 『本朝無題詩』 、 『都氏文集』 、 『田氏家集』 、『菅家文草』 、 『菅家後 江吏部集』 、 『法性寺関白御集』 、 『和 朗詠集』 本朝文粋』 、 『続本朝文粋』等には、 「蚊」
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中国の典籍からみると、まず儒教の経典には、 「蚊 が見えない。例えば、 『易経』 、 『尚書』 、 『詩経』 、 『周禮』 、 『儀
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眠たいと思って横になっている時に、蚊が細いかすかな声で心細そうにぶーんと名のって、顔のあたりにとびまわるの。羽風までも蚊の身体相応にあるのこそ、ひどくにくらしい。
 
右の傍線を付けたように、 いずれも 「蚊」 に関する描写については似ているところが多い。 白居易は、 「飛び去らず、


















































 以上、 『枕草子』における蚊に関わる「蚊 細声」と「蚊の睫」という表現を考察してきた。平安散文にはあまり見
えない蚊の表現を、 問題点として漢詩文の受容の角度から考証した。 『枕草子』 前後の文献における蚊に関する「細い」表現は見当たらない。中国の典籍や類書や唐詩を検証してみる 、 『白氏文集』第十一感傷詩「蚊蟆」による「微細」と元稹の「蟲豸詩」による「細虫」の書き方と清少納言 蚊に関する細い表現と合致していることは明 か った。このように、 『枕草子』 おける漢文受容の方法は、単なる詩句の直接引用だけでなく、詩的な形象を受容する方法と考えるこ が可能に るのではないであろうか。この点については、今後の研究で新たな課題と もっと広く展開してみたい。
 
  






 徒然草」 （思文閣、一九七五） 『枕草子』大東急記念文庫蔵（古梓堂文庫旧蔵）複製本（日本古




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まい） 」 （四三七頁） 。 【エ】 『荘子』外篇・秋水第十七「且夫知不知是非之竟 而猶欲觀於莊子之言、是猶使蚉負山、商蚷馳河也、必不勝任矣（且つ又、そもそも是非の限界を知り得ない知力によっ なお且つ荘子の言
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ある。とうていでき得ないことだ） 」 （四八二～四八三頁） 。 【オ】 『荘子』雑篇・寓言第二十七「曰、既已縣矣。夫無所縣者、可以有哀乎。彼視三釜三千鍾、如觀雀 虻相過乎前也（孔子がそれに答えた、いや、彼はすでにわずらわされているのだ。一体、心がわずらわされない者であるなら、悲しいという気持などあるはずがないのである。そのような人物になると 俸禄が 釜で ろうと三千鍾であろうと、あたかもこうの鳥や雀、蚊やあぶ、、





















中三月蚊蚋生、黃昏不聞人語聲 九 九八巻・三三八六頁。⑨范燈「蚊蚋成雷澤、袈裟作水田」第十冊・三〇七巻・三四八九頁。⑩權德輿 醯雞伺晨駕蚊翼 毫端棘刺分畛域」 十冊 三二七巻・三六六八頁。⑪韓愈「雖得一餉樂、有如聚飛蚊」第十 ・ 三 巻 三七七四頁。⑫韓愈「我實門下士、力薄蚋與 」第十冊・
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居易「蟲蛇白晝攔官道 蚊蚋黃昏撲郡樓 三 三八 八六九 ㉚白居易「魚蝦遇雨腥盈鼻 蚊蚋和煙癢滿身」第十三冊 三八巻・ 八七二頁。㉛白居易「蚊蚋經冬活、魚龍欲雨腥」第十三冊・四四二巻・四九三七頁。㉜白居易「林靜蚊未生、池靜蛙未鳴 四 五二 五一 ㉝ 蟭螟殺敵巢上、蠻觸交爭蝸角中 四 五二四五頁。㉞雍裕之「 眉自可託、蝸角豈勞爭」第十四冊・四七一巻・五 四九頁。㉟李紳 鳳儀常欲附 力自知微 五 三 四 ㊱殷堯藩 鷹拳擒野雀、蛛網獵飛蚊」第十五冊・四九二巻・五五六 頁。㊲施肩吾「池邊道士誇眼明、夜取蟭螟摘蚊睫十五冊・ 九四 五九三 ㊳張祜 雨氣朝忙蟻 雷聲夜聚蚊 〇 ㊴項
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蚊の微力で重任に耐えない喩の蚊に関わる表現である。十分注意したいことは 白居易（㉘）と元稹（⑲⑳）の詩句には ユニークな「微細」と「細虫」と書いて しかもこのような「細」の字を使ったのは、白居易と元稹の詩句にしかみられない特徴である。
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